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就労支援センターわくわくかんの登録者数は延べ 700 名を越えました。その登録者の方たちの親睦と仲間づくりの[交

流会]が 4 月から開催されて、とても好評です。その担当メンバーからその経過と企画内容を聞きました。 

  

就労支援センターでは、今年度より毎月第2土曜日

に、登録している方同士の親睦を深めたり、仲間づく

りの場所作りを目的とした「交流会」という企画を開

催しています。 

 交流会では、いつもの就労についての面談に来て頂

くときの少し緊張した感じとは違って、友だちの家に

遊びに来たような和やかな雰囲気で参加していただい

ております。 

これまでの交流会では、フリートークをしたり、カ

ードゲーム、ボードゲーム、歌遊び、カラオケなどを

行ないました。 

 まだ様子をみながら、試行錯誤しながらの開催です

が、参加された方には好評で、次回の企画を楽しみに

されたり、継続して参加してくださる方も少なくあり

ません。 

 当日の進行は、元気のよい交流会担当スタッフが関

わり、最初は、一人での初参加で緊張していた参加者

の方が、会が進むにつれて笑顔が多くなり、表情が和

らいで楽しんでいる姿を見ると、スタッフとしても交

流会の企画が始まって良かったと感じます。 

就労支援センターに登録されている方の中には、日

頃、職場と家との往復以外で、友だち同士で話す機会

が少なかったり、さらに友だちの輪を広げたいという

方が意外と多くいられるようで、同じような境遇の方

と話がしたい・楽しいことをしたいというニーズが多

い事が分かりました。 

 余暇活動が充実すると、気分転換ができたり、趣味

や楽しみができたり、プライベートの時間がより楽し

くなることがあると思います。また、リフレッシュす

ることで、仕事についても新たな気持ちで取り組めた

りするなど、良い影響があると考えますので、無理の

ない範囲で、積極的に余暇活動に参加していただくこ

とはオススメです。 

 今後は、散策、食事会、スポーツ、就労についての

勉強会などをやってみたいとのリクエストもあるので、

今後参加される方の希望をお聞きしたり、他の支援セ

ンターでの取組み・企画を参考にしたりしながら、就

労支援センターならではの楽しい企画を行なっていき

たいと考えております。 

 

リボン便り 

ＳＳＫＵ 
 

NPO 法人わくわくかん 
編集 〒115-0044 
東京都北区赤羽南 2-6-6 
TEL：03-3598-3337 

シャケ Zo くん 

http://www.wakuwakukan.net/ 

？？なぜリボン？？ 

生まれ変わった 

再生したという意味の 

（Reborn）。 

新しく生まれ変わる 

「便り」にしたくて、名付けました。 

 

2017 年 10 月号 No.199 

就労支援センターの 

「交流会」なごやかに 

◇「交流会」企画一覧◇ 
 5 月 フリートーク  これから交流会でやってみた

いこと 

 6 月 フリートーク  就労について（他） 

 7 月 カードゲーム、歌あそび 

 8 月 カードゲーム、歌あそび 

 9 月 カラオケ   十条のカラオケBOX 

10 月 秋の上野散策（予定） 

 

 10 月 14 日（土）はたらっくす 16:00～（自立訓練室）       

 10 月 14～15 日（土）（日）第 4回社会的事業所モデル事業検討会＆次世代研修会 わっぱ共生・共働センター 

 10 月 23 日（月）現場協議会 16:30～（スカイブリッジ） 

 10 月 31 日（火）家族懇談会 15:00～ 施設見学 第一生命チャレンジド株式会社 

 10 月 31 日（火）イタリアの連帯思想 J.マルゾッキ講演 18：30～ 法政大学市ヶ谷キャンバス 

 ＜わくわくかん 10 月予定表＞ 
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今年 4 月より、就労継続支援 A 型事業所の指定基

準 の 見 直

しがあり、

お 弁 当 な

どの売上げから必要経費（原材料、高熱水

費など）を引いた租利益からのみ当事者ス

タッフの賃金を支払うことが義務づけら

れました。以前から就労継続支援 A型とは

いえ事業（赤字にならない。）として成り

立つことが必要と説明をしていましたが・・・。 

東京都では、国の通達を受けてすぐ事業所説明会

が開かれました。6月末までには、現状の収支報告

を過去 4年分まとめて報告しました。わくわく配食

サービスでは、指定基準（租利益からのみ当事者ス

タッフの賃金を支払い経営が成り立つ）を満たして

いないので 9月末までに、経営改善計画書を作成提

出する必要があります。でも自治体により国の指定

基準の見直しへの反応はそれぞれで、国の方針を検

証している状況

で事業所に通

達をおろして

いない自治体

もあります。東

京都は、地方よ

り福祉サービ

スが充実して

おり 

東京都の単独事

業などもあるの

ですが今回は、独

自な方向性がな

いことを残念に

思います。就労継

続支援 A型事業所

に事業として成り立つことを求めることがどうい

うことなのか、良く考えてもらいたいです。 

就労継続支援 A型事業 

北区赤羽南 2-6-6 

TEL：03-3598-0089 

FAX：03-3598-0089 

か ぶ 

 

栄養価が高いのは実より葉 
丸い実の大部分は水分ですが、ビタミン

C やカリウムが比較的多く、消火酵素のジ

アスターゼが含まれているので、胃もた

れ、胸やけなどに効果があります。実より

も栄養価が高いのが葉の部分。カロテン、

ビタミン B1、B2、C、カルシウムなどが豊

富に含まれています。 

日本のかぶには、東洋型と西洋型があり

ますが、関ヶ原付近を境に分布がはっきり

分かれます。西日本に分布する東洋型は、

葉や茎に毛があり、葉は立ち性。全体的に

ゴツいかぶが多いようです。東日本に分布

する西洋型は、それに比べるとツルツルし

ています。知ってましたか？ 

 

◆葉と実は別々に保存する 
葉をつけたままにしておくと、水

分がどんどん奪われるので、買っ

たらすぐに切り分け、別々に保存

しよう。 

◆葉はゆでて冷凍 
葉は塩ゆでし、水分をしぼってか

ら冷凍する。煮物、炒め物、彩り

にも使える。 

◆残り野菜の簡単漬け物 
かぶ、にんじん、きゅうり、きゃ

べつなど半端に残った野菜をき

ざみ、塩もみしておく。水分をき

ったら、顆粒のこんぶ茶をふりか

けて味をなじませる。こんぶ茶の

代わりにきざみ塩こんぶを使っ

ても。 

 

◎おいしい時期 
3～5 月、10 月～12 月 

◎保存 
葉は濡れた新聞紙などに包

み、冷蔵庫に入れ早めに食べ

る。実はビニール袋に入れて

冷蔵庫で 3～4日 

 

A 型の赤字報じる記事(毎日) 

最近のわくわく配食サービスについて 
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自立訓練（生活訓練）事業 ボランティア響会 

＜外出報告＞～鉄道博物館（大宮）～

 
8月の外出（8/23）は鉄道博物館（大宮）に行っ

て来ました。 

筆者である私（O）は初めての外出プログラム参加。

どうなるか心配でしたが、楽しい外出でした。 

大宮に着いたとこで、まずはお弁当を購入。メンバ

ーのうち2名は、なんと、黒毛和牛のお弁当を買って

いました。（なんて贅沢！！） 

鉄道博物館に着いたところで車両見学。昔ながらの

椅子が座りにくそうでした。驚いたのは時刻表。昔は

「○○時○○分」が「○○“字”○○分」となってい

ました。時代を感じましたね。 

車両等見学した後は、お弁当を食べる“ランチトレ

イン”というところで昼食を食べま

した。メンバーは買ってきたお弁当

に大満足。ところが、スタッフＫさ

んだけは、「弁当が少ないじゃないか

～！」と不満げでした。 

食事後は、ジオラマ見学をして自

由行動。あるメンバーＳさんは、○

○○○円もお土産についやすという

大人買い。ちなみにスタッフＫさん

は、スタッフＡさんにテキトーなお

土産を買ったそうです。（笑） 

（ひびきメンバー、Ｏ） 

北区防災センターで地震体験！ 

8 月 9 日に社会資源のプログラム

で西ヶ原にある防災センターで防災

体験をしました。 

中でも職員の方の地震のくわしい話などして頂き、

その後、震度 4～7 の状況を体験しました。火事があ

った場合を想定して、煙のある室内（暗い）で壁伝い

に歩いていました。 

最後は消火器（中身は水）を使っての鎮火体験をし

ました。中でも地震体験がとても、印象が高く、震度

6～7 の体験では本当に身動きできない状況でしたの

で体験できて良かったです。（ひびきメンバー、Ｏ） 

「販売イベントに参加しました！」 
8月 4日、（金曜日）平和祈念のイベント販売を行いました。

無農薬野菜、やきそば、パウンドケーキ、クッキー、小物など

を売りました。 

最初はお客さんが出足が悪かったのですが、徐々にお客さん

が増えてきました。それからは人が少なくなっていましたが、

なんとか野菜類は全部売れたのでそれは販売していてよかった

なあと思いました。しいて言えば、やきそばが売れればそれに

こしたことはなかったと思いました。 

初めて参加しましたがとても楽しく販売することができまし

た。又、ちがう所でも、自分としては、やってみたいと思いま

した。 （メンバーＷ、Ｋ、Ｏ） 

 

   

『秋といえば・・・』 
・秋と言えば食よくの秋。秋なすは、

よめに食わすなと言いますが「この秋

やりたいこと」のアンケートを行って

みました。 

・秋のさんまを食べたい。（K・O） 

・秋に食べたい食べ物。もし出来れば自

然のいい所に行きたいと思います。（S・

W） 

・秋といえば、栗を食べたい。（K・W） 

・栗ごはんが食べたい。（M・O） 

・今年してみたいことは病気が良くなり、

プラモデルを作ったり、ゲームをやるこ

とです。（K・O） 

・スポーツをしたい。（H・Y） 

・沢山、運動をして汗をかき、その後バ

ーベキューを楽しみたいです。（スタッフ

K） 

・きのこスパゲッティ食べたいって思います。（S.D） 

・この秋にしたい事は、のんびりとゴルフのラウンドに行ってみ

たいです。（Y・O） 

・そろそろ、卒業に近いので仕事探しをしたい。（S・N） 

・秋の新作スイーツが食べたい。・・（スタッフ A） 

・おいしいものをいっぱいたべたい。（A・K） 

・秋といえば・・博麗神社終期例大祭 COMIC・1Charactar1                 

(F・A) 

・さんまたべたい。（H・K） 

・栗ご飯が食べたい（K・S） 

〒114-0032 北区中十条 1-2-18 

北区障害者福祉センター4F 

TEL 03-5963-6888 

インコ姉妹 

かぼちゃのお化け 

（K、W） 
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リボーン卒業生による就職アドバイス 
2 名から実際の仕事の状況や気を付けている事で議論 

8 月 12 日(土)に、現在一般企業で障がい枠で就労中

のリボーンの卒業生 2名にお越しいただき、就職準備

や就職に関するお話を聞きました。会社で

の実際の仕事の状況や仕事で気を付けてい

る事、求められる事などの話の他、現役の

訓練生に向けてリボーンで身に付けた方が

良いと思う事や職場で必要な事、就職活動

の心得などを話してくださいました。 

それを受け、現役の方たちからは活発に

質問が飛び、就職に関する知識を得る有意義な時間に

なりました。 

実際にリボーンで訓練をして就職

をされた卒業生の方から聞くお話は、

訓練中にスタッフがお伝えする話以

上に皆さんの心に響いたようで、終了

後にはそれぞれ「良かった。」「勉強

になった。」という感想を述べられて

いました。 

   

・会社とリボーンの違いや、リボーン

で学んだことが経験になった等、就職

に関してためになる話を多く聞けました。この話が、これから

の役に立てるようにしたいと思いました。（K.S） 

・OBの方々のお話を印象に残ったのはあいさつと報・連・相

等の基本がものすごく大事なのがわかりました。（U.H） 

・お二人の貴重なお話が聞けてとても良かったです。それぞれ

の会社の雰囲気は違っていても、社会人として身に付けておく

べき事は、共通してました。障がい枠で

も会社では、社会人であるという事、ビ

ジネスマナーや協調性、報連相が大切である事を強く感じまし

た。コミュニケーションであいさつをわすれずに、今回の研修

をよく理解して就活して行くことを心がけます。（S.H） 

・仕事体験談で、リボーンで経験した事がどのように具体的に

生きるのかを具体的に知ることが出来良かった。 

具体的な質問を自分で直接することが出来、良かった。（K.N） 

 

9 月 22 日(金)にリボーンプ

ロジェクトとボランティア響会

の合同で、今年も「納涼祭」が

開催されました。 

まずは自己紹介からスタート。少し打ち解けてき

た頃に事業所ごとの出し物競演でした。ひびきは全

員で息を合わせてハンドベルの演奏、リボーンは皆

さんが各自 PC で作成してくれた画面を繋いだ紹介

動画の放映でした。その後は 4 チームに分かれて

のイントロクイズでした。世代によって得意不得意が

あり、協力し合って回答していました。 

昼食はお楽しみの流しそうめんです（写真）。グル

ープごとに竹の台を囲み、譲り合ってそうめんをすくって盛り上がり

ました。その他巻き寿司や天ぷら等、満腹＆大満足の食事内容で

した。 午後からは射的ゲームから開始。事業所対抗で、選手が手

作りのゴム鉄砲で的を狙い

ました。選手以外は声援を

送り、大いに盛り上がりまし

た。その後は二択クイズで、再び4チームに分かれ

ての対抗戦でした。各チーム賑やかに意見を出し

合って回答していました。事業所毎の得点は、途

中経過でリボーンがリードしていましたが、何とこ

のラストクイズの勝者には1兆点が加算されると決

まり、最高潮の盛り上がりに！結果は 1 兆点を獲

得したひびきの逆点勝ちとなりました。 

最後に、リボン便り編集長から「楽しく力合わせ

て、しかもゲームはスリル満点の逆転劇。垣根を外

した交流は良かった」と総評、全員で輪になって一本締めをして閉

会となりました。事業所の垣根を超えて、全員一体となって盛り上

がった一日でした。 

〒114-0032 東京都北区中十条 1－2－18 

北区障害者福祉センター４F Tel：03-5963-6888 

就労移行支援事業 

＜OBの方の話を聞いての感想＞ 

リボーンと響、みんなで楽しんだ納涼祭 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiQho7FvMLWAhXCH5QKHQ0yBq0QjRwIBw&url=http://frame-illust.com/?p%3D8473&psig=AFQjCNH9rwVqgrH_2Dzq2Eb236aeWi1phg&ust=1506502296560336
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開催日時： 2017年 10月 31日（火）15:00～ 

場 所： 第一生命チャレンジド株式会社 田端事業部 

内 容： 施設見学・従業員からのお話 

集 合： 14:45 ＪＲ線 田端駅 北口改札前 

連 絡 先： TEL  03－5963－6888  FAX  03－3906－9997  
津久井やまゆり園事件で集会や出版 

相模原市で考え続ける会が交流のつどい
津久井やまゆり園事件を考え続ける会で

は、9月23日、相模原市産業会館で「ともに
生きる」の実現をめざすみんなで、交流のつ
どいを開きました。第 1 部では、当事者・家
族・支援者が 5 分スピーチがありました。第
2部では、「やまゆり園のみなさんの明日に向
って」で堀江まゆみ（神奈川県障
害者施策会議専門部会長、白梅学
園大学）さんから 2 つに分けた分
散型施設構想の説明がありました。
そのあと、シンポジウムが石渡和

美（事件検証委員長、東洋英和女学館大学）
さん、家族会の尾野前会長、家族会の平野さ
ん、佐瀬県央福祉会会長ら 4 人から行われま
した。 
集会は、分散型が強調されながら、現実に

は施設を否定できないむつかしさが語られま
した。しかし地域移行という
課題はこの苦悩をくぐりぬ
く以外に前途がないのも事
実です。

赤羽会館で出版記念会 
9月 30日、東京北区赤羽会館小ホ

ールで、『社会的企業の新しい見方』

と『私たちの津久井やまゆり園事件』

の出版記念会が開かれました。 

これは 5 月にミネルヴァ書房から

出版した米澤旦（明治学院大学）の『社

会的企業の新しい見方』と9月に社会

評論社から20氏がさまざまな角度か

ら書き下ろしたのを堀利和編に

よってまとめられた『私たちの

津久井やまゆり園事件』（社会評

論社）を記念したもの。 

マイナーではあるがキラリと

光る出版を記念して、共同連が

両者の短い講演と討論、祝賀会

を企画したものです。 

横浜でもシンポジウム 
横浜での『私たちの津久井やまゆ

り園事件』出版記念シンポジウムは、横浜市健康福

祉総合センターで開かれます。主催は YPS 横浜ピ

アスタッフ協会。協賛は横浜市精神障害者地域生活

支援連合会（市精連）、きょうされん神奈川支部、

NPO 法人けやきの会です。 

シンポジウムには、尾野剛志

（津久井やまゆり園家族会前会長）、山本勝美（東

京都保健所心理相談員協議会会長）、桐原尚之（全

国「精神病」者集団運営委員）、藤井哲也（工房タ

ッチ利用者 YPS 横浜ピアスタッフ協会共同代表）

が発言します。 

 

9 月のはたらっくすは 9 日（土）16～18 時にわくわくかん

で行われ、3 名の参加でした。会社への様々な私達の想いを話

し合いました。 

私は先日、共同連全国大会滋賀大会に参加し

ましたが、その分科会でヘルパーの話題になり

シンポジストが「ヘルパーと私達利用者が最初

からタメ口はおかしいが、フレンドリーな関係になりたい。ヘ

ルパーらしいヘルパーは嫌だ」と言っていました。心で通じ合

い、人間対人間で利用者と繋がっているヘルパーが良い、とい

う事でしょう。私は自分が統合失調症でもあり「利用者さんと

私は仲間だ」という気持ちを持って、ヘルパーのお仕事に臨み

たいです。次回のはたらっくすは 10月 14日（土）

16～18 時にわくわくかんで行います。時間内に

いつ参加されても、いつ退室なさっても自由です。働いている

方と働きたいと思っている方が対象です。あなたの参加を歓迎

します。

第 6回 わくわくかん 家族懇談会のお知らせ 

9 月はたらっくす報告 
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現場からのひとこと⑤ 

第 34回共同働連全国大会 in 滋賀 
 第 34 回共同連全国大会 in滋賀は、今回、｢社会的事

業所宣言｣を行なった。その開会冒頭で、斎藤事務局長

は、2005 年の第 22 回滋賀大会が「社会的事業所づく

り」を発し、滋賀県社会的事業所制度が始まったこと

を想起した。それは北海道や三重でも自治体レベルの

制度化につながった。2012 年、共同連は社会的排除に

あうさまざまな人々に枠組みを広げた社会的事業所を

めざした法制度をめざしたが、今の「生活困窮者自立

支援法」見直しの中に、思いも新たにその制度の法制

化を求めて

＜宣言＞の

形でその不

退転の決意

をまとめた。 

（以下はそ

の宣言の全

文です

わが国において、一般労働市場における競争の激化、

さらに派遣労働に代表されるような非正規労働の増

大により、多くの生きづらさを抱える人々への社会的

排除が深まってきている。少子

高齢化の下、社会保障予算は、

増え続けることで、自己責任論

が強調され、かつての福祉国家思想のような公的責任

論はすっかり影を潜めてしまっている。それを履いか

くすかのように、政府は「我が事・丸ごと」地域共生

社会実現本部を作り、地域力強化の名の下、住民の互

助にその多くを託そうとしている。 

 この構想にまったく欠落しているのは、住民を元気

にする「仕事」「労働」であり、それを元にした地域

の再生である。もはや、企業でも行政でもない。「社

会的事業所」こそ、「労働」の創出にとどまらず、「居

住」の確保を含めて「共生」実現の真の中心となりう

る。社会的事業所とは、社会的に排除された人々を

30％以上含み、仕事を通した収入が経済基盤の50％

を占める。どのような法人であれ、社会的に排除され

た人々とそ

う で な い

人々が、対等

に事業運営を行い、労働を通じ

たソーシャルインクルージョン

を達成することを目指す事業体で有り、その法制化は

2012年より求められ続けている。 

 今大会に集結した、ワーカーズコープ連合会、ワー

カーズ・コレクティブ ネットワークジャパン、NPO

法人抱樸、そして、共同連は、今後社会的に排除され

た人々との「共働」実現のために、共同し連携してい

くことを固く確認した。 

 かつて「社会的事業所（共同事業所）」制度を生み

出した滋賀の地から、今大会をわが国における「社会

的事業所」「社会的協同組合」の幕開けとすることを

宣言する。        2017年 9月 3日 

 

 
 
 
私がわくわくかんでお仕事をさせて頂くようになっ
てから、早いもので ４年。以前は今
とは全く違う職種を転々としていま
した。わくわくかんでお世話になる直
前は訪問介護のヘルパーとして、主に
高齢者の方の支援を行なっていまし
たが、椎間板ヘルニアになってしまい、
他の道を模索していた時にわくわく
かんと出会いました。 
わくわくかんでは 4 年経った今で

も、毎日色々な事を新鮮に感
じながらお仕事をさせて頂い
ています。これまで経験した
高齢者分野と一番違う所は、「長期に渡る将来設計が
出来る事」です。高齢の方の将来設計はどうしても近
いものを考える場面が多くなりますが、わくわくかん

に来てからは長期の将来設計を含めたサポートとい
うのを経験させて頂いて、とても新鮮
に感じています。数年先の事まで一緒
に考えて行けるのは嬉しい事です。更
に、一緒に勉強させて頂けるのも魅力
です。就労移行支援事業所での業務訓
練を通じて、ビジネスマナーを皆さん
と一緒に学び直したり、物事の考え方
を振り返ったり自分の心を健やかに
保つ工夫を学んだりと、社会人として

必要なスキルを学ばせて頂い
ています。訓練ばかりでなく皆
さんとの会話もとても楽しく

て、会える事を楽しみに感じています。楽しい上に自
分のスキルの向上に繋がる今の仕事に、幸せを感じる
毎日です。               （就労移行支援事業･H.K） 

今回の共同連大会のカット 

楽しさとスキルアップが両立する幸せ 

社会的事業所宣言 
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 滋賀大会に参加しての感想

宮本太郎講演を聞いて 
 宮本太郎氏の講演で印象に残ったのは、「皆さんが機

関車で行政が客車であった」とする話から始まる日本の

福祉の危機的状況の指摘である。 

 私達 NPO 法人を始めとする共同連の参加団体におけ

る日々の草の根の活動が実は行政を引っ張ってきた機関

車であった。今まで日本の福祉の考え方の中心は「強い

個人が弱い個人を支える」という考えが中心であった。

しかし、2053 年には日本の人口が 1 億人を切る状況と

なり、しかも現役世代と高齢者の割合が劇的に変る。そ

の上、支出が増えるのに貧困率も増えてしまう。これは

障がい者でも困窮者でも元気にならない仕組みだからで

ある。その根底には「支える側より劣等処遇」という政

策のせいで、これが元気にすることを妨げてきている。2

分法は通用しなくなってきている。困窮者等の問題で行

政が縦割りを越えるのは無理で、早期にしかも対応しな

ければならない。 

一時、トランポリンのようなシステムを目指すことが

言われていた。これは一度社会から落ちてもまた元に戻

って、社会で働いて欲しいとの意向を反映したものだっ

た。就業訓練などがそれにあたるが、今や「元気な人も

どんどん倒れて行く社会」なのである。「しっかりうけ

とめ、支える場作り」をしなければならない。しかし、

それは行政では無理である。社会的事業所が就労にせよ

居住にせよ、つなげていく役割がある。その中で「支え

る側ともくされている人達が、自分より弱いものにイラ

イラをぶつける」ような社会になっている。東京都にお

ける圧力のような業務改善指導もそういうイライラのは

け口にされているのかもしれない。 

宮本太郎氏の「日常でアクティブに働いているのがリ

ハビリ」という考え方には同感である。病院、クリニッ

クで恒久的に分離・隔離されているのがリハビリだとは

私は思わない。そこには、障がい者は劣等者で、決して

健常者なみには扱ってもらえないという差別の意識が働

いている。そして、どこかで見切りをつけないと永久に

死ぬまでリハビリが施設の内部で続けられるという、こ

の世の生き地獄が展開される。精神障がい者として生き

ていると、そういう考え方に沿って作られた、授産施設

やクリニックのディケアがあるのを知っている。精神医

療は治療ではなく、半永久的に医療費の請求できる対象

として、医療機関の固定資産にされてしまう。もはやそ

ういう図式では財源ももたなくなってきているのかもし

れない。                 （E.Ｈ） 

地域の悩みを一緒に解決するには 

1 日目のシンポジウムの「地域の悩みを一緒に解決し

ている」と言う話は興味を持った。分けない・切らない

共同連でも、事業所という世界と一般社会で分かれてい

る。でもシンポジウムの話を聞くと、地域(一般社会)と事

業が共に必要とし、協力しあっている様子が伺えた。で

は、どうしたら地域でそのような仕組みを作れるのか？

分科会では、是非そこを学びたい。第 2 分科会の「生活

困窮」かもしれないと思い参加。 

柿村優美さんの大分県ワーカーズコープと、野々村光

子さんの働き・暮らし応援センターの話を聞いた。地域

と共に何か地の困りごとをすれば良い。ゴミ屋敷は大事

な社会資源、制度がトロい部分をやれば良い。若いニー

ト、今まで引きこもっていてくれたおかげで草木の手入

れをしてもらえる。地域が事業を必要としている。芽か

らウロコの話の連続だ。 

では、どうやって地域の困りごとを見つけていくのか

質問した。地域のイベントに参加すれば、知り合いが増

えて雑談の中から、困りごとは愚痴とともにゴマンと出

てくる。その愚痴に耳を傾け、事業に結びつけるとい

う。お二方の能力には舌を巻くばかり。私に出来る事は

なんだろう？と考え込んだ。        （A.N）  

 ★草津って聞いた時に群馬だと思ってた！ 

最初は草津って聞いた時に群馬だと思っていましたが

滋賀だったけど空気が澄んでいたので良かったです。滋

賀へ行って共同連の話しを聞いて眠くなって寝てしまい

ました。次の日に分科会でワークショップに出た時に松

本さんがグループホームの事を話しをして私は他の方々

が話しも聞かずに歌ったり他の話しにそれて松本さんも

気分が悪そうでした。私も前みたいに松本さんの話しを

聞きたかったです。でも空気はおいしくってなんか長野

の白馬と同じでした。ホテルは最高でした。  （N.I） 

★私は、分科会では、第 7分科会で、「はたらくことを

はなそう」に参加していたのですが、松本氏の話を中々

聞いている人はいなくて、12:30 に終わるはずなのが 12

時に終わって後は、フリーで舞台に立っておどってる人 

 

達がいて、全く勉強になりませんでした。でも松本氏

は、わくわくかんの方でグループホームの話をしてくれ

て、グループホームに住んでいる私には良い勉強になり

ました。                  （S.N） 

 ★オープニングの韓国の子供達の合唱は心に迫った！ 

オープニングは韓国の知的障害者の子供達の合唱だっ

たが、とても素晴らしく心に迫って来た。分科会が特に

勉強になった。               （S.M） 

★今回の全国大会のタイトルは「社会的事業所宣言」で

す。まさに私は社会的事業所の必要性を実感しました。

社会的事業所の内容や論点なども以前より深く理解でき

たように思います。記念対談、シンポジウム、分科会、

とても勉強になりました。開会式の合唱も良かったです。

交流会ははじけました。           （T.K） 

韓国のなかまたちのオープニング合唱 
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僕はリボーンプロジェクトに1年11か月いて、就労

をして1年４か月になります。 

就労してうまくやれるかなという不安がみなさん

にはあると思いますが、1年目はやれます。1年目はで

きて当たり前なのです。障がい者であ

ることは理解してもらっていますし、

僕の場合、勤務も最初は９時４５分か

ら１４時３０分の４時間勤務でした。

半年後から勤務時間を延ばし、今では

１７時３０分の７時間になって働いて

います。 

通勤時間は１時間２０分かかります。

乗り換えは３つです、長いのを嫌がる

人がいますが自宅近くばかり探してい

ては仕事は見つかりません。体力作り

することが大切です。入社時、言われ

たことは「まずチャレンジする」でし

た。 

2 年目はたいへんですね。1 年目に

はない要素が生まれます。仕事は、正

確・ていねいはもちろんですが、指導力がいるようにな

ります。2年目になって、僕に部下が配属されたからで

す。もう障がい者という扱いではなく、普通の働く人と

してやっていかなければなりません。そのため、身体の

方もかえって調子が悪くなってしまいまし。。今日も実

はよくありません。 

人を教えることは意外とむつかしい。どう教えるか、

覚悟しておくとよいですよ。後輩への業務指導という仕

事が生まれるからです。リボーンプロジェクトの模擬企

業で役だったことは、あいさつです。朝礼で「おはよう

ございます」、「お疲れ様でした」と大きな声で声を出し

たことが役立っています。他には、エクセルに関する知

識です。エクセルは覚えるだけ覚えた方がいいですよ。

ワードはここで学んだほどには求め

られない。むしろ図形作成ですね、

そこら辺、うまく使えるとよい。パ

ワーポイントもあまり使わない、で

もプレゼンなど営業の人は多く使い

ますね。 

私生活も大事です。「朝は早く、夜

は早く」を心がけてきました。２１

時３０分に寝て6時30分におきま

す。「服薬も忘れずに！」が大事です。

変な疲れにも気をつけることです。

はじめから背筋伸ばすのはすすめま

せん。職場のコミュニケーションも

結構大事ですね、名前覚えることも

そうです。 

リボーンとの違いは、結果を求め

られることです。職場に上司はいますが、自主性が求め

られることで、月ごとに仕事の結果が出ることです。そ

の中で１時間940円の賃金を得るわけですから。間違

えたところは復習してもちこさない。同僚との距離感も

大事です、友だちではない。 

体調が悪くて朝起きれない時、午後から行くか、休む

かを判断して連絡を入れることも大事です。悪い時や症

状出たときは主治医の先生に直ぐに相談することです。

（S.H） 

 

部下も生まれて… 

体調管理が大事に 

就労 2 年目の OB の話 

就労支援センター北わくわくかん 

登録者（2017年 8月末）704名 

就職者 5名（事務2.配食 2.配送助手1） 

発行所   郵便番号 157-0073  東京都世田谷区砧 6-26-21   特定非営利活動法人障害者団体定期刊行物協会  定価 100 円（会費に含む） 

グループホームわくわくかん 

現在、男性 2名・女性 4名の方が入居中です。9月共同連全国大

会 in 滋賀へは、女性入居者 I さんと N さんが参加されました。N

さんは 10 年以上振りの旅行で、前夜は一睡も出来ないほど楽しみ

に。慣れない人混みに体調を崩してしまう事もありましたが、皆を

気遣って精一杯頑張てくれました。皆で踊った恋ダンスの動画が交

流会で流れたり、パフォーマンス大会では I さんが詩を朗読し、3

位に入賞。夜中に行ったカラオケでは、Nさんの「ありのままで」

の美声に全員がびっくり。長い付き合いの Iさんは、自分の思い通

りにならない事があっても、すぐに納得し受け入れる事の出来る人

なのだと今更気付きました。入居者の新たな魅力をたくさん実感

し、世話人冥利に尽きる楽しい旅行でした。 

先月 ご協力いただいた皆様 

北区障害福祉課・北区健康推進部・北区社

会福祉協議会・北区障害者福祉センター・

ハローワーク王子・池袋・飯田橋・東京障

害者職業センター・東京都障がい者就業支

援事業所の会・北区身体障害者協和会・北

区聴覚障害者協会・東京都精神保健福祉家

族会連合会・精神障害者地域生活支援とう

きょう会議・西ヶ原病院デイケア・NPO法

人飛鳥会・北区児童相談所・きたく子ども

劇場・わかこまちゃん・東京しごと財団・

町田の丘学園・㈱ECA・避難の協同センタ

ー・企業組合あうん・フードバンク川崎・

日本福祉教育専門学校・戸田中央看護専門

学校・彰栄リハビリテーション専門学校等、

多くの方に協力いただきました。 

▼編集後記▼ 
アール・ブリットに関心が高まっている。9月 9日、銀座の画廊でミシェ

ル・テヴォ―の著書を＜さらば既成芸術！野生芸術の真髄＞として人文書
院から訳した杉村昌昭さんのトークがあった。奇しくも同じ日、六本木で
は「障害者芸術支援フォーラム」が日本財団主催、厚労省・東京都後援で
開かれた。そのチラシには「アウトサイダー・アート、アール・ブリット、
セルフトート・アート、エイブル・アート、フォーク・アート…障害のあ
る人の表現活動の周辺の呼称は多彩」と書き、基調講演は「「障害者芸術支
援とアール・ブリット」と題して服部正さん。権威的なアカデミック・ア
ートに反旗を翻したこの運動が日本では東京オリンピックの露払いの目玉
にされていくこの皮肉さ。「カテゴライズ、ヒエラルキーを否定した名付け
親に反するかのように一人歩きし、かえって社会との乖離を生みだしてい
る」(チラシ)は強烈な自己批評なのか?!。知的障害者が初就職と「あいち
アール・ブリット」まで飛び出す芸術の秋である。 
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